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いての研究が多数行われてきた (Burns & Beier, 1973; Ekman, Friesen, O’Sulli-





業的にも成功を収めるだろうと予測された (Dion, Berscheid, & Walster, 1972)。
また，魅力的な容貌の女性は，そうでない者よりも，その写真を見た男性被験
者によって，社会的スキル（この場合は，自分の主張を堂々と表現できるスキ
ル）が高いだろうと認知された (Guise, B. J., Pollans, C. H., & Turkat, I. D.,
1982)。















れている (Bull & Stevens, 1979; Warner & Sugarman, 1986)。それらの研究によ
ると，人は手書き文字の筆跡からその書き手の性格特性を判断する傾向があっ


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(Zweigenhaft, 1977)。Stapel & Blanton (2004) は，Aiken & Zweigenhaft (1978) お




に比較して，この計測法が有用であるとしている。また，Rudman, L. A., Dohn,
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人は手書き文字をどのような次元で認知しているのか？
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